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平成２９年度第２回平塚市文化財保護委員会 会議録 

日 時 

平成２９年１１月３０日（木） 

午後２時から３時３０分まで 

場 所 

豊原分庁舎 ３階会議室 

出席者 １０人 〔傍聴人 ０人〕 

 委 員：近藤委員長、吉田（英）副委員長、曽根委員、吉田(鋼)委員、片山委員 

事務局：久保課長、若林課長代理、菅沼課長代理、上原主管、中田主任 

 

（事務局） 挨拶、資料確認 

 

１ 報告事項 

平成２９年度の文化財保護事業について（資料１） 【公 開】 

（委員長） 

それでは、平成 29 年度の文化財保護事業について事務局より説明願いたい。 

【資料１に基づき、平成 29 年度の文化財保護事業について事務局より説明】 

（委員長） 

 確認したい点や意見があれば伺いたい。 

（副委員長） 

 歴史建造物保存活用事業の中で、旧横浜ゴム平塚製造所記念館の外壁塗装は同じ色で復

元するのか。あと、文化財写生コンクールの中で特選５点、平塚駅長賞２点とあるが、特

選や駅長賞を取ったのは小学生なのか中学生なのか。 

（事務局） 

 旧横浜ゴム平塚製造所記念館の外壁は同じ色に復元する。写生コンクールの特選につい

ては、低学年・中学年・高学年など年代で分けそれぞれ特選を決めている。駅長賞につい

ては、現在はわからないので調べて報告する。 

（委員長） 

 ちなみに写生コンクールの副賞はどのようなものなのか。 

（事務局） 

 パイロットからは子ども用万年筆、ＪＲ東日本からはノベルティグッズの詰め合わせと

電車の模型を提供いただいた。パイロットは毎年提供いただいているが、ＪＲ東日本から

は初めてである。 

（委員長） 

 高浜高校の文楽部メンバーの現状や囃子太鼓など後継者はどうなっているのか。厚木な

どでも後継者の確保に苦慮していると聞く。 

（事務局） 

 部員は５名ほどだと記憶している。構成は３年生と１年生である。昨年は新部員の入部
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がなかった。ここで３年生が卒業してしまうので、人数が少なくなる。ただ、湘南座に指

導していただいているので、文化祭でも演じることができている。市としても引き続き支

援していきたい。囃子太鼓は子どもの加入が多いのですぐになくなるような状況ではない

が、小さい頃加入していても中学生ぐらいになると辞めてしまう。部活が忙しくなる。ま

た、女性の方は結婚すると地域外に出られてしまう。大きくなって再加入していただくの

が難しいという問題がある。 

（委員長） 

 後継者確保の課題はあるが、支援を継続してもらいたい。また、昔に比べると人形浄瑠

璃は人が集まるようであるが理由があるのか。 

（事務局） 

 昨年度は、ひらつか民俗芸能まつり 40 周年記念で茅ケ崎の団体に特別公演をお願いし

たり、団体での入場があった。今年は 390 人ぐらいということで元に戻っている。基本的

に 390 から 400 人が平成 20 年ぐらいからの入場者数である。今後それをどのように増や

していくか考えているところである。 

（副委員長） 

 以前、インパクトのあるポスターを作ったことがあったのではないか。 

（事務局） 

 それは、県の相模人形芝居大会でこちらは 1,000 人規模の入場者がある。 

（委員） 

 演目は毎年違うのか。目新しいものがないと入場者も増えないのではないか。 

（事務局） 

 少しずつ変えてはいるが、練習できるものが決まっていることもあり、極端に変えるこ

とはしていない。昨年度は茅ヶ崎の団体を招待し入場者数が増えたように、他の市町村と

連携しながらやりあうと、他市町村からも人が呼べるのではないかと考えている。 

（委員長） 

 市民が無形文化財に関心を持ち、「ちょっとやりたいな」と思った時にはどこに相談し

たらよいのか。 

（事務局） 

 社会教育課に問い合わせてもらってもよいし、それぞれの団体に直接言ってもらっても

よい。以前、駅の地下道に人形浄瑠璃を一緒にやってみませんかという掲示をしたことが

あったが、特に反応はなかった。また、民俗芸能まつりの出演団体を広報で募集しても反

応はない。平塚では急速にすたれてきた感がある。横須賀などでは隔年開催であるが、11

団体の出演で 700 人の入場者があるようだ。平塚の急速な都市化が影響していると考えら

れる。 

（委員長） 

 そのほかに何かあるか。 
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（委員） 

 ２ページⅡのその他各団体が活用している補助金で、中原の権現さんの祭は入っていな

いのか。 

（事務局） 

 この項は無形文化財のみ記載してある。中原の祭は文化財保護事業で補助している。 

（委員長） 

 ７ページの埋蔵文化財調査報告書は順調に進んでいるのか。 

（事務局） 

 平塚市埋蔵文化財シリーズ 50 について原稿は完了した。予算が付き次第印刷する。埋

蔵文化財調査報告書17は出土資料が大量で10年ほどの継続事業として実施しているもの

である。平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書第 19 集については原稿が完了し、印刷の入札

手続きを進めている。いずれも計画通りに進んでいる。 

（委員長） 

 原稿が完成したら印刷しないと完了にならないので、シリーズ 50 については市が責任

を持って印刷し公開してほしい。 

 その他意見等はあるか。 

（全委員） 

 なし 

（委員長） 

 それでは報告事項の議事は終了する。残り４か月ほどよろしくお願いする。 

 

２ 協議事項 

平成２９年度の文化財指定等について（資料２） 【非公開】 

 

３ その他 【公 開】 

（事務局） 

 教育委員会の事務所が、１２月２５日から本館に移転する。 

（委員長） 

 先生方からその他何かあるか。ないようですので会議を終了する。事務局へ戻します。 

（事務局） 

次回は３月頃開催の予定です。 

以 上   

 


